
ひょうごの生物多様性

１ 自然環境

兵庫県では、中国山地を中心に形成される起伏に富んだ地形、日本

海型から内陸型、瀬戸内型といった多様な気候、加えて、中山間地域と

都市域を有することから、それぞれの地域ごとに、多様で複雑な環境が

形成されています。また、地理的条件からも、多くの生きものが東西方

向に行き来する通り道となったことが、生きものの分布や分化に大きな

影響を与え、全国的に見ても生物種が多様な地域になっています。

丹波市氷上町石生の「水分（みわか）れ」は、本州で最も低い標高の

中央分水界であり、日本海に注ぐ由良川と瀬戸内海側へ流れる加古川を

つなぐこの低地帯は「氷上回廊」と呼ばれています。中央分水界は、日

本列島を太平洋側と日本海側とに隔てる“高い壁”のようなものであり、

わずか 95.4m の標高の氷上回廊は、多くの生物の南北の移動経路として

重要な役割を果たしています。例えば、カナメモチやリンボクなどの照

葉樹林(*)構成種は氷上回廊に沿って日本海側に入り分布域を拡大し、ア

ブラボテ、ニゴイ、ホトケドジョウなどの魚類も氷上回廊を北上して分

布域を拡大したとの報告もあります。南下の例としては、日本海側を分

布域とするユキグニミツバツツジが六甲山や淡路島諭鶴羽山に分布し、

六甲山のブナも日本海側のブナに由来するものと考えられています。

このように、多種多様な生態系が県内に存在する背景には、動植物が

出会い、交わった氷上回廊の存在が重要な役割を果たしており、兵庫県

は「生物多様性の宝庫」と言えます。

図 1 兵庫県の分水界
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図 2 分水界断面図


